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An Analysis of Japanese Vocabulary Test for First-year Students: A 
Pilot Study
　This paper reports the results of a vocabulary test of Japanese 
words for first-year students of Hokusei Gakuen University. The 
test evaluates two dimensions of mental lexicon: vocabulary size and 
usage of antonyms. The results show that estimated vocabulary size 
of students was around 33,000 words. While the size of each student 
does not vary according to their affiliations, differences in their 
entrance examination aﬀ ect the vocabulary size of each student. On 
the other hand, the score of usage of antonyms diﬀ ered in accordance 
with both their affiliation and entrance examination. Some plans 
are proposed to improve education of language skill for first-year 
students.
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最大値 20 20 20
上位1/4 12 14.4 9
中央値 12 13 6
上位3/4 4 10 4
最小値 0 3 0
平均値 10.40 12.40 6.58
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付録
調査項目1：語彙力の推定
知ってる（おおよその意味が分かる）単語の番
号を○で囲みましょう。
１．チャンピオン
２．祝日
３．爆発
４．ライン
５．さつま芋
６．毒ガス
７．枝豆
８．過ごす
９．朝風呂
10．そもそも
11．見極める
12．あべこべ
13．本題
14．エンゲル係数
15．泊まり込む
16．預け入れる
17．言い直す
18．たしなみ
19．英文学
20．はまり役
21．ごろ合わせ
22．労力
23．忍ばせる
24．勃発
25．宿無し
26．目白押し
27．請負い
28．塗り箸
29．気丈さ
30．茶番
31．大腿骨
32．術中
33．泌尿器
34．血税
35．悶着
36．腰元
37．裾模様
38．旗竿
39．かんじき
40．百葉箱
41．迂曲
42．告諭
43．辻番
44．ライニング
45．輪タク
46．懸軍
47．陣鐘
48．泥濘
49．パララックス
50．頑冥不霊
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調査項目２：対義語の運用
空欄に下線を引いた語の対義語を埋めましょう。
書けるものは漢字で書いてください。
Ｂ－１
１．社長は報道内容を否定していたが，社員は
おおむね（　　　　）していた。
２．高校までの授業は（　　　　）の事柄を習
うが，大学の授業は未知の事柄を扱う。
３．若い人は食事で（　　　　）より量を優先
する。
４．大切なのは自己の判断より（　　　　）に
よる働きかけだ。
５．（　　　　）的に見ていて分からないことで
も全体的に見渡すと分かることがある。
Ｂ－２
６．失敗は（　　　　）で起こるもので偶然に
起こるものではない。
７．主張は客観的な証拠に基づくべきで，
（　　　　）的な印象は必要ない。
８．新商品は流行したが（　　　　）が消費に
追いつかず収益は高くなかった。
９．巨大台風では直接的な被害は少なかったが
（　　　　）的な影響は甚大だった。
10．ヒーローショーの対象は子供が主であって
大人は（　　　　）にすぎない。
11．外国語の発音には容易なものもあるが，
（　　　　）なものもある。
12．劣等感にさいなまれてきた人ほど，きっか
けがあると（　　　　）感にひたる。
13．失敗の原因はいろいろ考えられるが，まず
は（　　　　）を受け止めるべきだ。
14．私的な意見と（　　　　）的な見解は分け
るべきだ。
15．今後の見通しについてほとんどが楽観的だ
が，（　　　　）的な人もいる。
Ｂ－３
16．授業形態を見ると，講義は一方向だが演習
は（　　　　）であることが多い。
17．論理というのは真か（　　　　）かの2つし
かない。
18．重要な物事の決定は感情ではなく（　　　　）
によって行うべきだ。
19．真の独創は常に（　　　　）から生まれる。
20．交通事故の影響は身体的なものより
（　　　　）的なものの方が長引く。
21．この停電は何らかの故意によるものではな
く（　　　　）によるものだった。
22．学問を志す者は謙虚さが大切であって
（　　　　）になってはいけない。
23．もめ事は（　　　　）で話し合うのも大切
だが，第三者の意見も聞くべきだ。
24．宗教における空間的な広がりの背後には
（　　　　）的な深さが含まれている。
25．正義とは絶対的なものではなく，（　　　　）
的な基準によって決まる。

